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1 は じ め に

山形県における夏秋ギクの施IIEについては,明 らかでな

い点が多く,多肥や施肥法の違いによる品質低下が懸念さ

れる。このことから,本県における夏秋ギクの代表的品種

天寿について,適正な施肥量,施肥時期を検討したので報

告する。

2試 験 方 法

(1)施肥量に関する試験

1)試験区

量ときわめて高い正の相関があり,施肥量が多いほど高かっ

た。

②切花長に及ぼす施肥量の影響は,生育中期以降から処

理区間に差が現われ,20N区までは施肥量が多い区ほど高
い傾向であった。しかし,20N区 ,25N区 ,30N区の差は ,
明らかでなかった(表 1)。

③切花品質 ;花面積,葉数 ,茎径,花首径は,ON区か
ら20N区まで施肥量が多いほど高かったが,20N区 以上の

施肥量では,差が認められなかった。

また ,切花重,切花重 /切花長値は,施肥量が多い区ぼど

高い傾向であった。しかし,天寿の場合は,切花童 /切花
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図 1 時期別硝酸態窒素の推移

表 1 切花品質

2)供試面積及び区制  1区 24″  2区制
3)栽培概要

栽培様式 |う ね幅120‐ ,株間12続 , 2条植

さし芽 ,4月 27日 定植 :5月 16日 摘心 ,5月 28日
0)施肥時期に関する試験
1)試験区

区  別
基  肥
(5/10)

追   肥
(7/4)  (7/25)

備 考

分施 1回区

分施 2回区
70%
50%
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20% N20″ /10a

2)供試面積及び区制は施肥量に同じ

0)栽培概要は施肥量に同じ

3 試験結果及び考察

(1)施肥量に関する試験結果及び考察

①土壌中の硝酸態N含量の推移は,図 1に示すとおり,

定植期から収穫期まで施肥量が多いほど高く,処理区間に

明らかな差が認められた。また,EC値 は,硝酸態窒素含
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長値で0%ゞ望ましく,30N区は過繁茂であった。したがっ

て最もバランスのよい草姿は,20N区及び25N区であった。

④開花時期 ;施肥量の多い25N区 ,30NEXは ,他区より

やや開花が遅くなる傾向が認められた(表 2)。

③養分吸収量 :N P K Ca Mg吸 収量 と も,20N
区までは施肥量にはぼ比例して増加した。しかし,20N区
25N区 ,30N区の差は,明 らかでなく,N吸収量が17～ 19

″ /10α であった。

⑥以上の結果から,生育は,20N区まで施肥量に比例 し

て増加したが,20N以上では処理間の差が明らかでなかっ

表2 開 花 率

試験 区 8/18

た。また,切花品質は,20N区及び25N区の草姿がすぐれ

ていた。一方,25N区及び30N区の開花時期は,他区より

遅くなる傾向が認められた。したがって,20N区は,生育

及び切花品質が他区に比較して最も良好と考えられた。

●)施肥時期に関する試験結果及び考察
①土壌中の硝酸態N含量の推移 :定植期の硝酸態N含量

は,基肥率が高い区ほと高かった。しかし,基肥全量区は ,
7月 中旬以降低下した。分施 1回区は,7月 中旬に最も高

く推移した。分施 2回区は,2回区は,2回 目追肥後最も
高く経過した(図 2)。

②切花長は,基肥施肥率がもっとも低い分施 2回区でや

や劣った。

③切花品質 ,切花重 /切花長値は,基肥施肥量が多い区

ほど高く,基肥全量区>分施 1回区>分施 2回区の順に低

下し,基肥全量区の草姿が劣った(表 4)。

図2 土壌中の硝酸態窒素の推移
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表 3 養分吸収量
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④以上の結果から,分施 2回区は生育,基肥全量区は切

花品質で劣った。しかし,分施 1回区は,生育及び切花品

質とも良好な結果であった。

ら考慮して20″ /10α が適量と考えられる。この場合の定

植前土壌中の硝酸態窒素含量は19暉 /100夕 ,EC値が093

π /"であった。

また,生育及び切花品質を考慮した施肥時期と割合は ,4 ま  と  め
基肥(5月 上旬)70%,追 肥〈7月 上旬 )30%が 適当と考

夏秋ギク(天寿 )に対するN施肥量は,生育及び品質か  ぇられた。
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